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試練 と教訓を与えていただき,今 ようや く世界の南極科
学研究の一翼を担えるまでに成長してきつつあると信 じ
















或は隊長として活動してお ります.私 は毎年,そ の年の
何れかの時期に昭和基地,し らせ,西 南極調査,外 国基
地,北 極へ出動した研究者を数えておりますが,いつも









るなど南極観測 ・研究への密接な協力が行われ て い ま
す.
個人的プロジェク トに重点がおかれた当初の十数年の










































































さんが出迎えて くれた.と もにn本 へ来たことがあD村
越さんとは顔見知 りである.中国首次(一 次)南 極観測
隊の訓練が北京市郊外にある北京体育学院でおこなわれ
ることを教えられ,す ぐ隊員が合宿している北京体育学























































中 国 第1次 南 極観 測 隊 成 立 大 会(1984
お け る前 教 授 の講 演,






jE両石 か ら郭 観 測P家長,張 通












9月 」:旬にB級 ブ リザ ー ド(視 程1km未 満,平 均 風
速15m以 上25m未 満 の 状 態 が12時間 以 上 つ づ い た
時),中 旬 にA級 ブ リザ ー ド(視 程100m未 満,平 均 風
速25m以 上 の 状 態 が6時 間 以..ヒつ づ い た時)が 相 つ い
で 到 来 し,最 大風 速 は 史 上2番 目,最 大瞬 間 風 速 は 史上
3番 目 を記 録 す る大 型 の もの で あ っ た.10月 に 入 っ て,
上 旬 平 年 並,中 ・下 旬 は や や 低 「iに経 過 した.
春 の 内陸 調 査 旅 行隊 は.10月411ma和基 地 を 出発 し,
11月14nに74°12'S,3SeOO'E地点 に 前進 キ ャ ンプ を設
置 した 。20nに は,74e12'S,34°50'E地点 に 本調 査 を
行 うた め の ベ ー ス キ ャ ンプ を設 け,こ こ を拠 点 に約1ケ
月 間 調 査 活 動 を し1月 中 旬 昭和 基 地 に 帰 る予 定 であ る.
昭 和 基 地 で は,日 増 に長 くな る 日射 時 間 を利 用 して の26
次 隊 受 入 の た め に 準 備 に 大 わ らわ で あ る,
み ず ほ基 地 は,10月7E]に物 資 の 補給 及 び人 員交 替 が
行 われ,現 在 西 沢,山 本,II[上隊 員の3名 に よ って 維 持
され て い る,
一南極OB会 開かる一
策26次隊の出航を間近かにして,第1次 隊の出航記念










せてその壮途を祝って2時 間余 りの会を閉 じた.
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一第26次観測隊の家族会開かる一 策27次観測隊の隊長 ・副隊長決まる
第26次ifl極地 域 観 測 隊 の}1溌を前 にIIJ]13|{(火)・26
次 隊 家 族 会が 東條 会館 「や よ いの 間 」 で 開 催 され39家族
150名が 出席 した,
永 川所 長の 挨 拶 、川 口隊 長 の 話 し につ づ き.第26次 隊
の 行動 予定.寄 港 地 へ のr－紙 の 出 し.ノ∫.電 話 ・電 報の 耳i
扱 い 等留 守 中の 必 要 な 諸 連 絡 が 行わ れ た.
ま た第26次家 族 会長 に 福西 越冬 隊 長 夫人 が 選 出 され 留
守 中 の連 絡 を と り合 うこ と とした.
最 後 に映 画 「南 極の 寒 さ を探 る」 を ト映 して 盛 会の う





越 冬.第8次 越 冬,
(隊長),第22次 越 冬(隊 長 旅 越 冬隊 長).米 国 基 地5




国 立 極 地 研 究 所 研究 系 教 授
,.lt:r]Ej分野 地 学(1『1然地理
学)
極 地 歴:第2次 夏,第4次
第16次夏 偏1」隊 長).第20次 夏
鈎τ26}欠1何極」山上1宣観測11隊σ|i口S'〔男隊 長1まカ・48名).[tfj
行 者7名.中 国 か らの交 換 科 「γ:者2名,を 乗 せ た観 測 船
「し らせ 」 は11月14日(水)午lli口1時、家 族 ・関 係K'多数
の 見 送 りの 中,東 京港 晴 海 埠 頭L}ll壁か ら一路 南 極 に|i,]
け て 出 航 した.
同 隊 は 第23次隊 か ら始 まっ た 「極 城 中 層 大気 総 合 観 測 」
(MAP),「束 ク イー ンモ ー ドラ ン ド地 域 雪 氷 ・地 学 研 究
計 画 」,「南極 沿 岸 生態 系 に お け る 生物 生産 の 基 礎 研'究」
(BIOMASS).を3ノ く観 測 とし て継 続 実 施す る,
「し らせ 」 は 途 中 オー ス トラ リア の フ リー マ ン トル に
寄 港,12月 中 旬 ブ ラ イ ド湾 に接 岸 し,セ ール ロ ンダ ー ネ
山 地 地 学 調 査 の た ぬ 主 屋棟 建設 を始 め物 資 約80ト ンを
降 ろ し,1月iz旬 に は昭 和 基地}こ物 資 の輸 送 を始 めt沿
岸 に お け る生 物 調 査,地 学野 外 調 査 等 を実 施 す る,
2月 上 旬,25次 越 冬隊 員 が 「しらせ 」 乗船 後,ポ ー ト
ル イス,シ ンガ ポ ー ル を経 て来 春4月20「1東京 港 ‖1「}海埠



































































[li極観 測 も25回を 数 え,こ の 間,「宗 谷 」,「ふ じ」 「し
らせ 」 に よ って,昭 和 基 地 周 辺 の 氷 海 で の 行 動 が 重 ね ら
れ て き た.し か し,こ の 砕 氷 船 に よ る氷 海 航 行 につ い て
は,こ れ まで 組 織 的 な 分 析 が 試 み られ て い る とは い え な
か った.永 田 所 長 の1984年度lt{極視察 報 告 で は,そ の 科
学 的,工 学 的 研 究 の 必 要 性 が 指 摘 され て い る.こ う した
問 題 に 取 組 む 第 一 歩 と して,当 研 究所 主催 の"氷 海 航 行
セ ミナ ー"　hSIO月12日開 催 され た.
海 氷 の 一 般 的 な 分 布 と特性,氷 海航 行 に お け る操 船 の
問 題,砕 氷船 設 計.Lの問 題,1賠,氷海航 行 に必 要 な海 氷 の
リモ ー トセ ン シ ング に よ る観 測 方 法 な どに つ い て 話題 が
提 供 され 、 これ をめ ぐっ て約70名の参 会 者に よ る討 論 が
行わ れ た,氷 海 航 行 とい う問題 に つ い て,諸 分野 の 専 門
家 が 会合 して 討 議 が 行 わ れ た の は恐 ら く初 め てで あ 孔
今後 の 研 究 の ス ター トと して 極 め て 有意 義 で あ った.こ
れ を ふ まえ て,極 地 研 究 所 で は.と くに南 極 の海)kの諸
相 に つ い て,既 往 の デ ー7の 分析 を51.急に 行 うべ き こ と
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(司会:吉 田栄夫 ・極地研)
(小野延雄 ・北 大)







皿.電 波 に よ る海 氷 リモ ー トセ ン シ ング
1.方 法 論
2.観 測 例












ョンでは,地 学各分野での トピックス,研究の現状 と将
来の課題等が報告され,こ れらをめぐって多 くの討論が
あり,将来の研究の方向を探る上で有益であった.
プ ロ グ ラ ム
1.地 球 化 学 的研 究
1.池水 の塩 素 ・ホ ウ素 比(村lll治 太)
2.ベ ス トフ ォール ド湖 沼 の 微 量 元 素 起 因
(増田宣 泰,中 谷 周,鳥 居 鉄 也,　H.　R.　Burton)
3.ド ラ イバ レー湖 沼 水 中 の 炭 酸 物 質
(川野 田 実夫,松 本 源 喜,鳥 居 鉄 也,長 連 英,
小 畑 芳 春)
4.南 極Beacon　supergroup中の 炭 化 水 素 お よび脂
肪 酸(松 本 源 喜,綿 抜 邦 彦,鳥 居 鉄 也)
n.鉱 物 資 源 基礎 調 査
5.TH83・ ウ ィル ク ス ラ ン ド沖(ス コ ッ ト海 盆)調
査 報 告
(佐木 和 夫,加 藤 正 和,青 柳 宏 一,棚 橋 学,
円 谷裕 二,町 原 勉)
6.南 極 大陸 の 鉱 物 資 源 探 査,開 発 の 諸 問題
(大町 北 一 郎,兼 平 慶 一 郎,西 山 孝,金 谷 弘,
奥 野 孝 晴,吉 川 栄 夫,矢 内 桂F三,白 石 和 行)
m.マ ク マ ー ド地 域 の 地 球 科 学
7.西 南極 マ クマ ー ド火 山 地 域 火山 岩 類 の 岩 石 学 の 問
題 点(倉 沢 一)
8.エ レバ ス火 山 群 か らの 超 塩 基 性 岩 ノ ジ=一 ル に つ
い て 一 南 極 大 陸 下 の 温 度 ・応 力 条 件 の 推 定 一
(藤井 敏 嗣,唐 戸 俊 一郎)
9.SBシ ス テ マ チ ッ クか らみ た ロ ス島 お よび そ の 周
辺 の火 成 活 動
(高久 雄 一,小 沼 直 樹,佐 野 徹,矢 内 桂 三,
神 沼 克 伊,平 沢 威 男)
　 10・　New　eruption　parameters　andspectral　e ation-
　 　　 ships　between　seismic　and　infrasonlc　signals
　 　 　 from　Erebus　Volcano.　Antarctica.
　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 (R.　R.　Dibble)
11・エ レバ ス 火 山の 地 震 活 動 と噴 火
(神沼克 伊,渋 谷 和 雄,植 木 貞 人,馬 場 め ぐみ,
　　 　　　 R.　R.　Dibble,　J.Kienle)
IV,　地 質 学的 研 究(1)
12.プ リ ンス オ ラフ海 岸 のmetabasiteにつ い て
(鈴木 盛 久)
13.ラング ボ ブ デ沖 諸 島 の変 成 岩 類(勝 島 尚美)
14.リュツ ォ ・ホル ム岩 体 の変 成 作 用
(本吉 洋 一,松 枝 大 治,松 原 聰,松 本径 夫)
15.昭和基 地 周 辺地 域 の変 成 岩 類 の 原 岩 組 成 と地 質 構
造(白 石 和 行,広 井 美 邦)
V.地 質 学的 研 究(U)
16.昭和 基 地 周 辺 の5億 年 ペ グマ タ イ トの 既 存 変 成 岩
類 に対 す る影 響(広 井 美 邦,大 貫 仁)
17.昭和 基 地 周 辺 に分 布 す る塩 基 性 変 成 岩 類 の 累 進 変
成 作 用(広 井 美 邦,白 石和 行)
18.昭和 基 地 周 辺 産 変 成 岩 類 の 鉱 物 年 代
(柴田 賢,矢 内桂 三,白 石 和 行)
19.プ リ ンス オ ラ フ海 岸 一 リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾地 域 の
変 成 作 用(吉 田 勝)
W.地 質 学的 研 究(皿)
Z).やま と山 脈 にお け る後退 変 成 作用
(浅見 正 雄,白 石和 行)
2Lセ ール ロ ン ダー ネ 山 地 の 変 成 岩 頚(予 報)
(白石和 行)
22.やま と山 脈 蝶 が 岳 の 地 形 学 図 に つ い て
(岩田修 二)
23.昭和 基 地 周 辺 地 域 堆 積 物 の 粒 度組 成 と鉱 物組 成
(佐々 木清 隆)
、1.地球 物 理 学 的研 究
24.南極 昭 和 基 地 で の 地 温 の連 続 測定(序 報)
(長尾 年 恭,神 沼克 伊,渋 谷和 雄>
25.Mル ー トを中 心 と した み ず ほ 高原 域 に お け る航 空
磁 気 測 鎖(渋 谷和 雄)
%.エ ル ス ワー スμ.[脈の 古地 磁気 学的 研 究
(船木 實,吉 田 勝,永 田 武)
5一
極 地 研 二
27.海面高度より車力異常を求めるためのアルゴリズ
ム(松 本 剛,瀬 川爾朗,神 沼克伊)
28,　GEOS-3,　SEASAT-1　の海面高度データより得
られた世界海洋の重力異常分布
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松m達 郎教授(研 究主幹)が 選出された.
レイ モ ン ド
所 属
招へい期間
研 究 課 題
レ外国人研究者の紹介く
デfブ ル 博 士　(Rayrnond　R.DIBBLE)
外 国人 研 究 員
ビ ク ト リア 大 学(ウ エ リ ン トン)
昭 和59年8月25FI～II月24H
エ レバ ス 火 山 の噴 火 機 構 に 関す る地 球 物 理






























































国 立 極 地 研 究 所 講 堂'











場 所:国 立 極 地 研 究 所 講 堂 、
問 合 せ 先:陽 石 資 料 部門
(962)47111x]155(矢|メ」)
ユ ー ス64





















































また,太 陽電池の特性試験を開始 したほか,小 型風力発
電機及びアルゴス ・システムの試験を実施した,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month〕y　Climatic　Data　f(,r　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temP.)　(.C)
最 高 気 温(Max.te【nP.)(℃)
最 低 気 温(Min.temP.)(℃}
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 l)ressure,
　 　 　 　 　 　 　 seu　leve1)　「mb)
平 均 蒸 気 圧(Meall　vapour　pressurc、　 (mb)
平 均 相 対 湿 度(Mearl　relative　humldity)　!輸
平 気 風 速(Mean　 win〔I　s[]eed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 win〔1　spev(1.
10・min.mean)「m,'s'.
瞬 間 最 大 風 速(GusU　 〔m.'s)












































DE-1衛 星 にtる.「 一.「'.'画像rフ}ン ソ ノLI三にkる'.
極地 の 夜 空 を711;麗1こ彩 る オ ーuラiよ,磁 気 圏 と呼1至れ
る地 球 趾 辺 の'i.:宙空 間 か ら高 エ ネ ル ギー の 荷 電1.11寸が 極
絨 の 磁力 線 に 沿 っ て入 射 す る こ と に よ;)引起 され る大 規
模t"'ii'(',9現tg{であ る.従 っ て.そ の グ ロ ー バ ルな 全 体 像
を捉 え るた め に は地[,nll測だ け で は限 界が{b,1).人工 衛
星 を 使 っ た 上空 か らの オ ーuラ 撮 像が 必 要 と な る.
そ う した 最 ㍑の試 み は.1971年に打1二げ ∴れ た'"t-7







に 搭 載 され た オ ー ロ ラ ス キ ャ ンナ ー は,衛 星 の ス ピ ン を
利 用 して 軌道 に[「[:角fJ向の 」Ill}天測 光 を 行い,そ れ らを 合
成 す る こ とに よt),刈め て オ ー ロ ラの 全 体1象を撮 影 す る
こ と に成 功 した.こ う した 観 測 は.そ の 後 ア メ リ.ツの
DMSPな ∴び に 日本 のEXoS-A衙 星(「極 光 ノに よ・')
て引 継 がれ た.特 に.1978年に4.∫1:戌,')れたEXoS-A
衛星 で は,そ れ 主で とは 異 な るTVカ メ ラ ノ∫式 を用 い,
ノく陽 光 の 影響 を.受;ナに くい紫 外i;f{域の オ ー ロ ラ 光 を観 測
一1一る 二 とに よ り.オ ー ロ ラ の ク.ロー バル な瞬 間[ll;i像を捉
え る こ とに成 功 して い る.
図 に 示 す の は,198Lfiこに 打..1:i1',一〕れkア メ1〃ノの1)J・i-1
衛星 に よ り.北 極 の 上空 約2～3万km　 〔ノ)高度 か ら衛互と
の 軌 道 に沿 って 通 巻'1的に 撮 影 さ れ た オ ー ロ ラ1山像 で あ
る.太 陽 光 によ 「)昼夜に 分 か れ た地 球 を背 景 に 恢 を と り
.?,く円 環 状 の1}ピi城〔オー[;ラオ ー パ ル,/が鮮 や か に 耀 し・
.こい る 姿が1明[僚1こ'7
J二しIHさ1.L－[いる.二 の 観}川rこは,[割
に も見え る よう にオ ー ロ ラ オー バ ル の 他 に,そ れ を.:分
.」一る形 で 夜 伽 とWlilf…1オー バ ル とを 結 ぶ オ ー ロ ラア ー ク
が存 在 す る 二 とを 明 らか に した.こ の オ ー ロ ラは,そ の
「|劣伏が ギ/1シ ・ .文字 の θ 「シー タ)1二似 て い る 二 とか ら
0オ ー ロ ラ と命 名 され た.こ れ は,現 在 オ ー ロ ラ物理 学
の中 て 重 要 な トピ ック スの 一 つ とな っ て い る.
1989fFに打.1/1.fがJ㌦定 さ れ て い ・:)「iJ,[の手.!学衛 星
EXoS-Dに も 二 う した オ ー ロ ラ撮 像 装 置 を搭 横r茸'るこ
とが 現 在 肚 画 され て.tsり.昭和 八地 に て この 画 像 テ.一夕
を愛 い す る こ とに よ り.オ ー ロ ラ に関 す る本 格的 な 衛 星
地 ヒ1"二体 同 時 観 』II∫を 実 施す る こ とが 期 待 され て い る.
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